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1. 『鷹の泉』 の新規性





フェノロサ (Ernest Francisco Fenollosa, 1853
1908) の能に関する研究資料を持つパウンド
(Ezra Pound, 18851972) を通じてイェイツは
日本の能の存在を知り大きな関心を抱くようになっ
た｡ また, 当時, 西洋のモダンダンスの研究をし
ていた伊藤道郎からも能について深く知るように
なる｡ この結果創られたものが, 『鷹の泉』 (at












(松柏社, 2002年) などの研究書や伊達直之 ｢W.
B. イェイツの象徴詩劇における ｢能｣ と舞踏の






ル (Ferdinand de Saussure, 18571913), ロマー
ン・ヤコブソン (Roman Osipovich Jakobson,
18961982), ハーバート・マーシャル・マクルー













イェイツが, 舞台演劇空間とことば, 音声, 舞
踏あるいは所作などを統合的に捉えようとしたの


































は, ホメロス (Homer) の 『オデュッセイア』



















方, 使用された偽名 ｢No-man｣ は一つ目巨人に
とっては固有名詞として受け取られ, オデュッセ
ウスは, 巨人にとっては ｢No-man｣ として存在




｢No-man｣ とは非在を示す ｢No man｣ あるい






本的関係を ｢意味するもの｣ と ｢意味されるもの｣
の関係性の中で論じたのが, ソシュールである｡
言語を記号システムとして見た場合, 基本的な事
実として, 1) 言語記号は恣意的である｡ 2) 言語
記号は広がりを持ち, それは一次元の方向に限定
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さらにソシュールは, 柱とフリーズの建築部分
の共存関係に例えて語とシステムとの関係性を説
明する｡ つまり, 語はシステムに属しており, 他
の語との関係性から連辞関係と連合関係が生み出
される(2)｡ 先述のオデュッセウスの例を下敷きに
すると, 固有名詞 ｢No-man｣ が一つの簡単な構
文 ｢No-man hurts me｣ に組み入れられること




























るものであり, また ｢正確な｣ 伝達の観点からは
厄介な問題を含んでいる｡ ヤコブソンは ｢ケンタ
ウルス｣ や ｢アンブローシア｣ という語の定義を
例証している｡ ギリシア・ローマ神話に不案内な
者と熟知している者とがそれぞれそうした語を聞





















































た｡ イエーツ, シング, ジョイス, フォークナー,
ディラン・トマス, そして彼等に類するような
ひとびとがそれである(4)｡
｢イエーツ, シング, ジョイス｣ はアイルラン



























アを意味し, 話し言葉, 文字, 書物, 手紙, 電話,
絵画, 写真, 映画, 音楽, マンガ, インターネッ
トなどを含む｡ 3つ目には, 人間の感覚器官や運
動器官の外化したもの＝テクノロジー (望遠鏡,
カメラ, 衣服, 住宅, 車両など) をマクルーハン
はメディアとして捉える(5)｡
さらに, マクルーハンは, メディアを ｢熱いメ
ディア｣ と ｢冷たいメディア｣ に弁別している｡
















































象として位置づけられ, 身振り, 指話, 象徴的
儀式, パントマイム, モードまでが, ランガー
ジュの特性のもとにその本質を現前する｡
次章以降においては, イェイツの創作姿勢や当






















































られるからだ｡ また, ことばそのもの, あるいは
詩に対しての態度は原初的と言ってもよい｡ 隠喩

































(John Synge, 18711909) の戯曲 『西国のプレ















台装置が簡素なこと, ③マスク (仮面) を用いる



















えていた｡ 19世紀末 ｢ケルトの薄明の詩人｣ と
呼ばれたイェイツだが, この形容辞はロマン派的
抒情を指すだけではなく, ｢薄明｣ (twilight) に
暗喩が込められている｡ イェイツにとって ｢薄明｣
の領域は ｢彼岸｣ と ｢此岸｣ の接続領域であった｡




言えるであろう｡ ｢薄明｣ は, 死と 生が邂
逅する場でもあり, 聖と 俗との激しい対
照の場であった｡ さらに, イェイツにとっては,








(仮面装着), 若者 (仮面装着), 泉守りの女 (仮
面を模した化粧) そして 3人の楽士 (仮面を模し




















































くはないか｣ とか, 言ったらどうなんだ｡ 一
つのことばも出ないのか｡ 昨日は, 三度も口
を開いた｡ ｢泉にははしばみの葉がいっぱい｣
とか ｢風が西から来る｣ とか, その後は ｢も
し雨が降れば, 泥だらけになるでしょう｣ と










応答ではない｡ 老人は, 辛うじて, 対話を構成し
ないことばを発話する相手がいるのを認めて自身
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を慰めているだけなのだ｡ 老人は, 対話する相手
を持たない空間におり一人発話するにすぎないの



















































苦い経験からである｡ そして, 『鷹の泉』 の初演
は, 友人や芸術に理解を示す貴族の人々を観衆と
し個人の私邸で行われた｡ こうした行為が後にお























ア悲劇, シェイクスピア劇, 能は, 同じ演目を繰
り返し演じることによって, そうした前提は, 時
代ごとに観衆に受け継がれ命脈を保っている｡ ま













































































































( 1 ) 影浦峡, 田中久美子訳 『ソシュール 一般言語
学講義 コンスタンタンのノート』 118頁 (東京
大学出版会, 2011年) (Ferdinand de Saussure,
Troisieme Cours de Linguistique Generale :
d’apres les Cahires d’Emile Constantin.)
( 2 ) 同上, 166～167頁
( 3 ) 池上嘉彦, 山中桂一訳 『言語とメタ言語』 101
116頁 (勁草書房, 1994年)
川本茂雄監修 田村すゞ子, 村崎恭子, 長嶋善
郎, 中野重子訳 『ロマーン・ヤーコブソン 一般
言語学』 187190頁 (みすず書房, 2008年)
( 4 ) 森常治訳 『グーテンベルグの銀河系 活字人間
の形成』 380頁 (みすず書房, 2009年)
( 5 ) 浜日出夫 ｢メディアとコミュニケーション｣
138139頁 (長谷川公一, 浜日出夫, 藤村正之,
町村敬志 『社会学』 所収, 有斐閣, 2010年)
( 6 ) 栗塚裕, 河本伸聖訳 『メディア論 人間の拡張
の諸相』 23頁 (みすず書房, 2008年)
( 7 ) 丸山圭三郎 ｢Ⅱ ソシュール理論の基本概念｣
89頁 (丸山圭三郎編 『ソシュール小事典』 所収,
大修館書店, 1989年)
( 8 ) W. B. Yeats, “Nationality and Literature”, p.
271 (Uncollected Prose 1; ed. J. P. Frayne, Co-
lumbia University, 1970)
( 9 ) Yeats, “The Theatre” (1899), p. 124 (The Col-
lected Works of W. B. Yeats vol. IV. Early Es-
says; eds. R. J. Finneran and G. Bornstein,
Scribner, 2007)
(10) 成恵 『西洋の夢幻能 イェイツとパウンド』
27頁 (河出書房新社, 1999年)
(11) 岩田美喜 『ライオンとハムレット』 110頁 (松
柏社, 2002年)
(12) 伊達直之 ｢W. B. イェイツの象徴詩劇における
｢能｣ と舞踏の再生｣ 109頁 (『ギリシア劇と能の
再生』 所収, 水声社, 2009年)




(16) Yeats, “Certain Noble Plays of Japan”, p. 164
(Early Essays)
(17) 同上, p. 165
テキスト
Yeats, W. B. The Variorum Edition of the Plays of
W. B. Yeats. Ed. R. K. Alspach. London: Mac-
millan, 1966.
参考文献
McLuhan, H. Marshall. The Gutenberg Galaxy.
University of Toronto, 2011.
Understanding Media― the Extensions of
Man―. Gingyo Press, 2011.
Yeats, W. B. Uncollected Prose 1. Ed. J. P. Frayne.
Columbia University, 1970.
The Collected Works of W. B. Yeats vol.






グの銀河系 活字人間の形成』 みすず書房, 2009
年
W. B. イェイツの 『鷹の泉』 の文化記号論的演劇空間10
注
マーシャル・マクルーハン 栗塚裕, 河本伸聖訳 『メ
ディア論 人間の拡張の諸相』 みすず書房, 2008
年
ロマーン・ヤコブソン 川本茂雄監修 田村すゞ子,
村崎恭子, 長嶋善郎, 中野重子訳 『ロマーン・ヤー
コブソン 一般言語学』 みすず書房, 2008年
ロマーン・ヤコブソン 池上嘉彦, 山中桂一訳 『言語
とメタ言語』 勁草書房, 1994年
岩田美喜 『ライオンとハムレット』 松柏社, 2002年
成恵 『西洋の夢幻能 イェイツとパウンド』 河出
書房新社, 1999年
伊達直之 ｢W. B. イェイツの象徴詩劇における ｢能｣
と舞踏の再生｣ 『ギリシア劇と能の再生』 所収,
水声社, 2009年
長谷川公一, 浜日出夫, 藤村正之, 町村敬志編著 『社
会学』 有斐閣, 2010年
丸山圭三郎編 『ソシュール小事典』 大修館, 1989年
W. B. イェイツの 『鷹の泉』 の文化記号論的演劇空間 11
